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　 皆 様 に は 、 日 頃 の 議 員 活動 に 対 し ま し て 特 段 の ご 理解 、 ご 協 力 を 賜 り 感 謝 と 御礼 を 申 し 上 げ ま す 。　 昨 年 、 当 市 議 会 で は 、  「 北見 市 議 会 基 本 条 例 」 が 全 会一 致 （ 第 四 定 ） を も っ て 可決 と な り ま し た 。　 こ の 条 例 は 、 市 議 会 及 び 市 議 会 議 員 の 責 務 や活 動 の 原 則 と い っ た 事 項 を 定 め 、 議 会 運 営 の 最 高規 範 と し て 位 置 付 け ら れ る も の で 令 和 四 年 六 月 に「 議 会 改 革 特 別 委 員 会 」 を 設 置 し 幾 多 の 議 論 を 経 て制 定 、 本 年 一 月 一 日 よ り 施 行 と な り ま し た 。　 私 と し て は 念 願 で あ っ た 「 市 議 会 基 本 条 例 」 を 制 定 で き ま し た こと は 万 感 胸 に 迫 る 思 い で あ り 、  本 条 例 を 遵 守 、  実 践 す る こ と に よ り 、市 民 参 加 と 協 働 に よ る 住 民 自 治 の 発 展 や 、 市 民 福 祉 の 向 上 に 繋 が るも の と 確 信 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。　 一 方 、  市 政 で は 昨 年 二 月 に 示 さ れ た 北 見 市 中 期 財 政 計 画 に お い て 、令 和 七 年 度 以 降 、 毎 年 三 十 億 円 規 模 の 財 源 不 足 と な る こ と が 明 ら かに な り 、 八 月 に は 財 政 健 全 化 計 画 、 十 一 月 に は ア ク シ ョ ン プ ラ ン が示 さ れ ま し た 。 プ ラ ン で は ご み 処 理 手 数 料 や 使 用 料  ・  手 数 料 の 改 定 、高 齢 者 バ ス 料 金 補 助 金 制 度 、 各 種 兼 新 事 業 の 見 直 し 、 公 共 施 設 の 統廃 合 な ど 市 民 生 活 に 大 き く 影 響 す る 事 業 が 多 く 含 ま れ て お り ま す 。こ の よ う な 事 態 に 陥 っ た こ と は 、 執 行 機 関 を 監 視 す る 議 会 と い た しま し て も 誠 に 遺 憾 で あ り 、 現 状 を 真 摯 に 受 け 止 め 、 今 後 に お い て も財 政 健 全 化 に 向 け て 慎 重 な 議 論 を 重 ね て ま い り ま す 。　 本 年 も 「 市 民 の 安 心 ・ 安 全 」 を 最 優 先 に 、 常 に 「 公 平 ・ 公 正 」 に心 が け 議 会 の さ ら な る 活 性 化 と 北 見 市 の 発 展 に 向 け て 全 力 で 取 り 組む 所 存 で あ り ま す の で 今 後 と も 更 な る ご 支 援 ご 協 力 を お 願 い 申 し 上げ ま す 。


